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内容要旨   
脳および脊髄で発現する神経ペプチドである下垂体アデニル酸シクラ  










を設けた。術後14日目までの運動機能をBasso Mouse Scale（BMS）に従  
い評価した。また脊髄組織凍結切片を作成し、GFAP抗体による免疫染色  
により脊髄損傷領域を可視化し、半定量を行った。さらにReal－TimePCR  
法と免疫染色法によりcollapsin response mediator protein2（CR肝2）  






機能回復には神経保護とは別の作用機序が関与すると考えた。そこで   

